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フラシルび））＜豆生 1)ー＇［は， 1970年代はしめ｛こおこ＇）だ [Lt界的なだん［］責閣（＇，＇）叫追 1こ上る

の高騰を一つのふ因とし、r爆発的なのびをがしだ

また， ブランルは， ぎわめ(「(,'J(l i替在的な閏発の口［糀性をも'),, ____後占世界ーにおける

しての注目をあ.-パ）なから，セラート地瞥0)農業間梵笠・大規模な農業間発事業か現

おり，その中で今後ま j・ ます大•/の生咤が増大するも 0) とみられてしヽる，万

そこで， ,Jiセンターは， このような急成長をとけ， また今後も増大在マー）＇）：｝るであス・）ワ

f
 

•• 

良,
1
 

｝ーバ＇

し
f

ルの大豆作の現；1人を技術的：こ把握するだめ1978年3月：：東北農

宅長 橋本鋼＾＾技官におねか,，)左し「フラシル｛こおける大収札J-合の;(1,¥J査研究」を

である。

本報古閃は， この昆乱査研究の結果をとりまとめだものでありフラシル：こお：｝心

よび研究問坦を検砂する際の参告となればさ (iわいて克る

おわりに，本凋査研究の＇丈施および報告円のとりまとめにあだられた橋本技宜

するとともに，橋本技官の派遣につ l;て御協力いだだいだ東北農業試馬奥場：こ対し 1厚く

研CJ.,
！いJい

トける(; また本調査研究の実施：こ際し格段の御援助をし）ただ¥¥だフランル国立大豆研究じ／々

の関係各位に1早くお礼を中 l_上ける。

まだ，本閾査研究の＇史方徊：こあだ→ て柿々の御助ふ i卸協力をし iただし¥tこ1農林水汀技術：、義巾務

局，外務省および在サン／＼ウ＼］総領巾館布の閃係官各位：こ吋 l_ 感謝(})_~ を表j・ る次第('cf八

廿n禾[!54{J'.g H 

繋研究七ンター

両長岡郎

中 l
‘’ 
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3 最近20年間の枇因の大豆牛:r危の伸びし？））＜晶分は了メリカと；予、，）し (l)

シルの生．：咤凧は(メり力：こ次ぎ中国と

対して，プラシルの輸什［国としての地位は高く， ヨーロ~ノ'/

力な競争[£]とな）でいる C フラシル：よ怜i

はじめ北半球芯国と‘ード年｝れる点か取，]I 上利内どし〗~）

4 ブラシルの急数な牛:1:(オ広大は1970年代，こ）＼！てかり

Jjhaにも逹しだこまた単位面積斗iり；？）収砿も70年代に人

9、.j.、ぐ：、 ブラ
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大傾向をだどりなから適作物としてり
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300 

りと見＇

i金

とな）ている 大型機械化農業が可能なため，規模の大きい

及Lたものぐある 3

を中心！こ

5 フラシルの大豆作地帯は. (1> 南部および南東郎の先退寸也り『 (1)

HI, サン！ヽ ウロ］小Iなと）， 2 中部の発展途卜地幣（マ）卜 If[]--;'/ 

ナスシ Tーライス州），@ 発展途上地岱以北に広がる北郎(/)

上要生I平地帯はQ;の先進地盟であるか，今没大豆生ilrtカ` 飛躍げ1ぃ伸ぴるださり！は， 2り）中部 3

HIをじ体としだ栽培面積のオ広大が必要今である心 しかし， 二の J札直［、~I「！崖査抗し，:J-るだぷ）、 tこは生咤

ンテ lヽ＇ス

ゴィアス

・流通悲盤の整備と新しい栽培地開：こ適する栽焙技術左間発j ;, /:~ め 化州立要ム，てもろ

6 大豆は10月中句から 12月中 tiJにかけてオ番種され， 2月卜り］から 4月中旬に収穫される。

＊東北農業試験場栽培第噂II作物第二研究宇長
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「`フ')力，オピ f;_: Tなどで‘もぷ作り域を脱しだ大豆栽培かみられる上〉：>s Jてし＼る

1975{ドの Jjトンて（ある力＼ アメ')力、中国お上ひフフン；し 1J、） 3「月C)生」閉か池
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表 1 世界の大豆生産状況

生鼠産（千 t)
1961-

1965 
197] 1973 1975 

り収量 (kg)
1961~1974~-

1965 1976 

ア フ リ カ 65 73 77 95 
----------------------------------- ー一し— -----------------------------

中 ・北米 19、791 32,535 43,090 43,145 

アメリカ 19,560 32,006 42,108 42,079 

南米

アルゼンチン

ブラジル

／ゞラグアイ
------------------------

アジア

中国

インドネシア

日本

タイ

ヨーロッ J'i

オセアニア

ソビエト

408 

12 

354 

8 
------―--

11,800 

10,683 

395 

304 

28 
---

15 

1 

394 

世 界

2、196

59 

1今977

74 
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9

 

0

9

 

ー5

2

2

3

 

1

7

1

2

 

5

2

0

1

 

9

0

 

5

5

 

5

1
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1

8

4

 

2

3

2

1

5

-

0

3

2

 

-

3

4

 

2

8

5

1

1

 

'
、

3

1

 

ー

1

-

4

1

5

2

4

-

5

9

5

 

2

4

7

2

7

-

8

3

 

9

7

4

1

-

1

5

 

亀2

1

 

1

1

 

13、719

12,062 

563 

126 

114 

376 

74 

780 

32,474 48,457 62,669 68,938 

348 
---

1、631

1,628 
-----

1,085 

1,060 

1,049 

1,602 
------

796 

804 

678 

1,270 

1,022 
------

746 

662 

474 
-------

1,145 

481 
--

1,740 

1,738 
-------

1.649 

1,483 

1,660 

1,597 
------

849 

849 

753 

1,399 

962 

1,529 

1,540 

688 
----

1,385 

汁： l) FAO Production Yearbookから作表

注 2) 中因はFAOの推定

これに対して，ブラジルの生廂地麿は南緯18度-32度と主要生所地悶の中では最t低緯度にあ

る。低緯度地帯において1975年に10万トン以上の生序をあけだ国は，中南米のメキシコ， コロン

ビア，パラグアイ，アシアではイントネンアとタイかあるが， これらの渚国の牛．産斌は総生発鼠

の 3%弱しかない。また， 1961-65年の平均ではブラシルを含めても総生咤凪の 3%程度であ')

た。

ブラジルの大豆生産の特徴の第 1は，低緯度地帯に大規模な大豆作を定着させた点である。し

かも，近年 (1974-76年）のha喝り収量を他の国々と比較しても高水準にあることか認められる

（表 1)。特に収凰水準の高いパラナJ小lは南緯22度-26度であるが，イリノイ，アイオ「］など世界最

高水準にあるアメリカの高位生産州（北緯37度-43度） 1こ近い収情をあげており，同じ魏期群の

品種を栽培するアメリカ南部J小1の平均収鼠を上まわっている。また，フラシル第 2の平均収量を

あげているサンパウロ州もアメリカ南部州より高収である（表 2)くう

-4-



表2 高位生産地を中心とした単位面積当り収量の比較

地 万 名4
吐キ1

ha臼り
置

ハ ラ ナ 州 （ フ ラ シ ） し ）

サン／ ＼ ウ ロ 州 （フラ：ー)! レ＼
------------・--------------------------・----

ア イ オ ワ朴I (アメリカ）

イ リ ノ イ州 （アメリカ）

インーディアナ，HI (アメリカ）

ノースキャロライナ州 （アメリカ）

ミシシ j ヒー J+I lアメリカ）

フロリダ）卜I (アメ i)-/;) 

北

府

征ザ
‘、
,
1

道（、日本）

県(、 fl 本）

2, J 94 1,960 22-26°S 

1号871 400 20-25" S 

2,220 2,786 40-43°'.¥i 

2,354 3,336 37-42°:'¥ 

2,298 1,422 38-42°;-; 

1,514 521 34~~37" N 

1,457 1,352 31-35°N 

1,659 116 25-31°I¥' 

1,853 16 42-45°X 

1,280 67 31-41° ~ 

注 l) 1975-77年 3 ケ年の平均をも、~）て表わしだ

2) 責料：フランル； lnstituto Brasileiro de Geografia e Estatistica 

アメリカ； Soybean Digest Dlue Book 1978. 6月，

日本；大豆に関する資料 昭和53年3月 農企蘭芸局柑廿乍振興渫刊，

を参考：こして作表した。

2 大豆の生産拡大とブラジルの寄与

枇昇各国の は1952-56年の平均2、000万トン強から， 1969年｛こは4,000fjトン

台へ，そして1973年には6,000riトン台へと過去20年余て 3 に逹ずる伸びをぷした、」

このような伸びの原因の第 1はアメリカにおける牛哨拡大である（ これは， 1955年には的1,000

0 アメリカ

● プラジル
2000 

゜
-切

ギ-・ 

_,,-fi 3-0 
1800 

゜ ／ ,/ 

/ "と他'" 

1600 ゜
芸．

゜
． 

ミ 1400f ． ． ． 
, 1200 ( /． • 
" ..c: 

1000 I / ． 
． 

／ 

．
 

．． 
．
 
． 

55 57 59 61 63 65 67 69 71 73 75 77 
収穫年次

図 1 アメリカおよびブラジルの平均収量の推移
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メ')ヵ:: ぉ：ナ,;;豆't,崖オ，,1、大：よ， 20年cHJJ: こ

面f貫'l_i,J 左甜J40

'" + ，ー,.~.

てあ J-~1 j1仕!v>1t:r'『は:tぷ罰：,: 土し＼まだ

:.s、;;:_'4,000)}iヽ‘

ぢ:2. Sf; 辛り1,400Jjhaふやしだことと，

I) 560 kg t ,(;j , もだここ，,:よる
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フランル))!/ 
j
 

4?t 

4\~ 

＇ 
i‘ Jihaこ逹ず，； 川jf直crJi曽りii:; くして されなし＼；凡 1970年］し

i: や｝、）〔で力'.,-)(/)単"f;'「1r1H直,11,) :1{ ,,. y メI) 内：こ］旦る匁が I,iを見せ（し＼る 11メl1 l 

3 輸出国としてのブラジル

現在大豆左大：1(iこ輪出

し「）糸怠叫IJ,'!ti仕し7)78'ん力'Tメ！）力， 18 

しり：~、, i'メI}7)ピフフ／）し，り仙j[JjJ)み［あり. 1976年｛こは世芥

フンし ·C)i ゞ~）られべ~fJ i) , I j1 [£I:、、tゎiか1%てある

.'り、 大以の輸人IEj; こ輸入り｛び）動向 (yがると， 甫詞）、[Iミ］し「） t~; かバ、，う心ことも：こ， 輸人りしが

増/JI)し、し¥;~ ：こ東・ 1J月：j~- ¥J 、, I¥ 輯¥:1::cり賃l二，';';')く,,、 lロビど， 比較(1勺多し＼

イントネ:>T, ノピエ i`ヽ ！レ_.,-;• .:・. ・, 戸:;.!::•':: し輸入、さ it: し¥/こ：こ．一 CJ, ;5•.·, j 1 [ E]か輸出凰以Liこ

輸入してし｝る、1,',i、上見逃jこと：ょ了 'i1し}

I:'. 嬰輸出IE]/メリカは北半f)i:こ烹リ， まだ， 't_,;'(;国でもあり輸人！！」てもあう国々の多くも北平

：こある J ラ;,)し(!)大，，lOJ ,'¥I,f詞11ヤ間，上了メ：）力大豆^ 、l)賞塙！且J:、一人る ii乍であり，輪入国として好

ましし¥.','.', か多 l1 2ピ,¥'わオ＇しる

表 3 アメリカ産大豆と比較したフラジル産大豆の輸出量と輸出割合

輸什［先
fこ 実 脱 IJ行大豆

1975 1976 1975 1976 
' ----―----'ー’一ー一 ----------- ---------心・----・ . --・--

E C ,, 者［月 「.t l 2,121 1,436 1,618 2.486 

%2 27 17 39 47 

1ILj :I~·U 、,'I' 「.t 665 571 215 307 

［除卜:c畠[ElI ％ 31 25 50 34 

東ヨーし].J I¥ 「C t 439 1、211 1,015 1,093 

％ 76 59 65 59 

ふ (/) 他 -「 t 108 421 286 470 

％ 2 7 39 41 
/,. ,・,I . 「.t 3,333 3,639 3,134 4,356 
" 

％ 21 19 45 47 

ふ]i輸，')',:it
2) 輸，L廿先；：占める古!J合ーiブラ；， 1し咤大豆I、フランル産｝こ吃 i米国i望),;r,;』XlOO

3) Soybean Digest Blue Book 1978. 6 /j日J:こ」、る
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規模の大ぎなこれは農業労働者か得こくくなるとしl')社食帖勢から，

州別にみた大豆栽培面積の推移

家は機械化こ［匂〈

表 4 : 「・ha,

年次
リオクラ/

テl、入）レ
サンタ
カタリナ

.. . .. 

1955 

／＼ラナ サン
Iヽウロ

：］ゞ イア人
'-'-、9ヽ' ' 
~- : う 1又

- --

-,、-/ :、

クロ；，ゾ
Iャ1

1960 

1965 

1966 

1967 

1968 

1969 

1970 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

159 

386 

416 

491 

557 

649 

871 

l、133

1,460 

2,218 

2,770 

3,113 

3,296 

3,512 

2

3

6

7

2

2

6

2

5

9

5

1

9

3

 

1

3

6

0

1

0

6

6

3

4

 

1

1

2

3

3

3

3

 

5 

34 

54 

83 

l 20 

172 

304 

358 

453 

818 

1,340 

1,632 

2,083 

2,165 

3 

6 

12 

28 

29 

47 

62 

74 

100 

202 

335 

391 

394 

414 

T
1
 

9
ん

74 

71 

432 

491 

612 

2

8

4

3

 
0
 0
 
6

3

8

 

3

3

6

1

5

3

5

J

 

ー

2

¢

2

9

3

8

6

0

6

 

2

4

7

8

8

 

3 

6 

13 

22 

86 

175 

194 

191 

344 

906 

319 

1,716 

2,191 

3,615 

5,143 

5,823 

6,416 

6,922 

i't 1) Instituto Brasileiro de Geografia e Estatistica資料iこよるし
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政府もそれを奨励しだことそこで大豆が適作物として取り上けられたこと

伸びる要素が揃っだ時しこ国際的に大豆価格か高騰

栽培左指向しだが，

フラシル南部で好まし"¥作物と Lて理解され

ー

ーし きわめて有利な作物とみられるようになったためなどである。 その後は［車ひ平 ちだが，

なお面積の拡 き1977年には690万ha, 78年は700万haを越ずと推定されている

生産景ぱ面積の拡大につれて増加し， 1954年：こ10万トン に達し， 1969年には106万トンになり，

棋霧第 3の生産国の地位が確定しだぐ

ダ）て生！閉賃：よ788)Jトン；こ達し，

降ぱ中国と肩を

その後の伸びは目覚しく， 1973, 74年の大豆作フームによ

2年間で465/jトン， 2.4倍にも生産を伸ば、しだ（表 5し1976年以

る1,000りトン以上の大生廂［玉］となっだ。

表 5 州別にみた大豆生産量の推移（千.t) 

年次
！）オグ弓ン

デドスル
サンタ

カタリナ
;{ラナ

サン

ハウロ
ゴイアス

ミナス

シ［ラ 1ス
マソト

グロソ'/
公し系 ,ll 

1955 

1960 

1965 

1966 

1967 

1968 

1969 

1970 

1971 

1972 

1973 

1974 

1975 

1976 

1977 

189 

463 

483 

551 

433 

744 

977 

1,393 

2,174 

2,872 

3,870 

4,689 

5.107 

5,443 

4

5

8

9

5

2

3

8

9

4

1

7

 

0
 
0
 

1

3

5

7

9

5

3

6

1

1

 

2

4

4

4

4

 

7 

44 

83 

113 

163 

214 

368 

462 

688 

1,326 

2,589 

3,625 

4,500 

4,763 

3 ， 
18 

38 

39 

61 

90 

86 

175 

330 

522 

678 

765 

803 

2
1
0
4
1
5
0
9
0
9
9
7
3
4
9
8
6
 

2
 

9

6

8

7

6

4

 

3

5

8

6

1

 

1

1

 

1

2

3

3

3

9

6

8

3

7

3

0

ー

1

2

 0
 0
 7

9

4

 

1

3

2

2

5

 

107 

206 

523 

595 

716 

654 

1,057 

1,509 

2,172 

3,223 

5,012 

7,876 

9,892 

10,987 

12,160 

注 1I Instituto Brasileiro de Geografia e Estatistica資料による c

単位面積情り収鼠の推移をみると， 1970年までは停滞し， 71年以降は顕著な伸びを見せているい

これはアメリカか近年 2度の不作年を経験しているものの過去23年間，着実に収械を伸ばしてい

るのと対比して大ぎな違いとな）ている（図 1参開）。 単位面積薯り収械の推移について更にく

わしくみるために，生咤斌 1, 2位のリオグランデドスル州，

か期待されている中部 3州（マ I トグロノ')}小I,

ハラナ州および今後大豆作の伸び

ミナ人シェライス州およびゴイアス川の平均）

のha:;15り収凧の推移を図 2にぷしたcl970年頃まではリオグランデトス）しおよびパラナの先進2),1,j

の収鼠ぱいずれも停滞してし＼るが，

るパラナ：川の急激な卜^昇か日立ち，

71年以降は増加傾向を示している 特に，肥沃土壌で知られ

フラジル全1本のha肖り収址の大ill上昇し：大きく芥与している

ことがわかる。 しかし，発展途上の中部 3:HIでも収贔が上昇しており，全体として，大豆生哨技術

カゞ泊iま')てきだことが， ブラジルの収拭水準向上に大きく貢献しているものと考えられる。

今後， フラシルの大豆生産がとれだけ伸びるかについては，
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現在までの急激な発展白体が予想
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図2 大豆生産州別にみた平均収量の推移

在
~

るt,:で．）で`，、 f)- ぎhぶりて；窟粛り!lりな ；か多し l しかし， 大只(1)有利1生 〈限 i)

：こ）＜ぎく［車て，＼ると「_:;< 1バしられでし}る ど，；7){{!: ま iびる；か：よし＼巧し＼巧な兄力があるか， 2,000Jj 

'、
i'/ 

↓
l
4
 

『

r

9
,
'
 

でキ
6

；かり・1;:'-\よ〗ご， 3 勺 OOO]f ト>, あるし ,:;t5,000Jjト>Gり,,r/j舌！牛．合 る人 L

し＼だ C・

ブラシルりha灯：)

i廿昇最

ニ勾ょ
r

}

 

9
しす，こ

↓
‘
女

9
.
，9
 

＂． 

:t1970年代：こ］＼―、） ( 

るとし)う予i且1]も成り］ー')

現在」で{、:か":.:i)ば

占えられな,¥

C))(「)J左月り加：土

われてし＼る地域を中心こ間

だので，

：こある［）

整備, tli~t• 枚｝パ地悶；ご適J・ る

左伸し＼をぶし、辿からすアメり力を追し＼

i-男!iiれ，拮本技術を身｛こ-〕ャ．｝るニ

、り伸ひは鈍るとし¥)見りもてぎる し \'j' れ：こ~. でも叫

I」}也qcp『1to)r,,1/・. りみて2,000Jf iヽ/¥こj心J),よ甘分

である 2,000JJ卜> 主では，現在大豆作；／パf

叫青じど考えられてし';~ •• Lかし左から， 3,000ffトン

るしヽしよそ iしい、［を l.1'『1-るビゞ）＼マ心：t, 吏し：北へ栽J:乳地愕和｝加）＾る必要かあり，

術のfi在化など多くの間題、古，在合んて('る上〕：こ，1,l1,i>Alだ

）， 9
>
 

9
,
 

IV ブラジル［薗休］における大豆栽培

大豆作地帯の概況
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1. リオグランテドスル州

'2, サンタカタリ＋州

3 ;, ・'7+州

4 サン，、 ,'1n),ト1

5 ミナス：， 1 ライ人：｝小1

6 —]~ イアス州

マ！、グ¥l j ソ）卜1

図 3 ブラジルの大豆生産州

州別に大豆栽培面積と生産凰の推移をボした（表 4および表 5)c,総牛産斌に占める先進地幣4

，州の生産割合は1977年で94%, 1972年では97%にも達する。発展途卜闘地常は1977年に総生所凪の

6.1%を生産するまでになったが，発展可能地帯は統計数斌としては表われる：こfっていない。

ブラシルでまとめられた報告では，気候的にみた，大豆，トウモロコシ栽培可能地鬱は最南部か

ら赤道を越える最北部まで大きく広がっている（図 4)。しかしながら，実際に大豆が大規模に栽

培されているのは南の限られた地幣にとどまっていることがわかる。

◎ 
Tai'17℃ 
O<、 Im,60 

適

• \7:~a6り 24℃適
限界

〇 または不適

Ta 年平均気温

Im 湿潤指数

図 4 気候的にみた大豆の栽培可能地帯

注）文献 1)を参考に簡略化して作製
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先進地罰の 2}(生産朴1をはし‘め， 発展途卜且地需；や発展可韮地悶：：つい ャ
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れだし‘ぅ

1) リオグラン ドスル州

本格的な
，
 

よ
,~ 

最南部のリオグランデトス）レ），I,ト1:こ始ま＇）だ 二し乃ヽ）小1cri

地理的：こは港｛こ近く，地形的には平坦部か多くて機械化栽培に適してし＼るここ．

四及し-)つあ・）だ小麦栽培と糸古ひつき，小麦と大豆の 2t作か可能な二と，

の2点が大豆を取じげる誘因として働いだ 2 C 

この州の生産量は， 1964年までは総生！朋拭の90%以上を占めていた" その後も弓I続さ牛＾産が伸

ひ，＇常に最大の大豆生所州となってはいるが， 他川の生産の伸びか大ぎいので， 総主/If械；こ r1iめ

る割合は低 I;し， 1977年しこは1964年の糸り20倍の544万トンも生産しだこもかかわら 'C I―、
'"し］

45%にしかすぎなくな＇）てし＼る （表 5参開）C 

この小卜1の単位面積刈りの収量の推移をみると， 常にハラナ州より低し l ([';(j2参聞，いこれ ,, 令
J虫

酸I生で化学性の劣る士壌の多い二とか因と考えられる。

栽培面積は， 1969年までは年 2-7)-;'ha増と，ゆるやかではあるか杵実こ増加した,70 .. 72年

に至ると増加の速度が1i1,まり，年12-33カiha, 30%の増加半となり， 73年：こは76けha増` どー拳

に50%以上も面積を広けた(

培面積の半分を占めている

その後も面積は増加し， 1977年には351万haとぱぱ‘フラシルの大

表4参開）。

今後は450万haまて増加する可能性か

あると言われる，ヘ

1978年には前年度より 7%程度増加しだものと見込まれ，

この州は耕地半が高く，農場の規模拡大が容易でないなと大規模農業しかし，

に向くとされている大¥i作としては不利な面も出てきている。

2) /¥ ラ ナ 州

ハラナ州は第 2の大豆生産州である。 この州はコーヒーの主要な庁地として有名であるが， 大

豆の生産もまたコーヒー栽培の消長と関連がある。 1953年，

に大豆を栽培したのに始まり， コーヒー栽植の抑制第から，

大閑記年を受けだコーピー情］の木の間

コーピー栽培地帯における

哨の伸びが副著になっだ、 1975年には再び大ぎなぷ害か発生し，

れたところも少なくないa

コ

この州の大豆作の利点は肥沃な上壌で小麦との 2 毛作か吋能なことであろ〗 ll -1 

豆の生

ピー［点］から大豆灯llへ転換さ

4

-t
 

‘‘、

ように，

（図 2,

この州のha'竹り収鼠はフラシル第 1で際立って高く，

表2参慮仇

侃内的こみても最高水年iこある

二の小卜1の生産斌は1965年までは総生産凪の10%以ドであ）だか， 68年：こ20%合（こ達し， 74年土）、

降は30%台と目党しい伸びをぷし 1977年は476)jトン，総生咋:t1t(})39 % (こも及ぶ大生1)・n-;ト1とな・）だ

（表 5)。

この生陥の伸びは， 栽培面積の拡大が第一ではあるか. ha舟り収贔も 1966--70年の平均と比蛉

し1975-77年は63%も卜．昇して llる,r,'、しも｛、主目し(:..し'o

―-11 -

二れは，他州より「ltrー＇）てぷ 'iし)ものである，）
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大..¥:'.,ト産を~ 伸ばすため：こは

ジェライス州西ゞ：1; i. ・:_角ミナ

こ~;/ lヽら 3)小1り）ま反｝胄 まだ小ぢし、＼が，

llII積増りIi

これらの発展途し卜地帯は，

大illに打：大するにはセラートの間発を除外しては考えにくい 0

ha刈り fj/j;2 t, 

あるぐ

が立案され，

ここだけで現在のフラ

ここにはリオグ

→ こ1:iJ, 

リン酸 150kg程度の施IIlで 1.8tの

ン

）し J)

酸性の強い上壌が多く，

セ

栽培

ードの

村『するとし＼っだ例か少なからすあり，

uょ12fjhaI・ 

工だ76年は煎年←

の伸びが

I
)
 

しか

ーしj" 

,1¥ 
V,c 

地形的に

とも頭

はha甘り

伸びは少なくな→ て

)U大豆

を2,000万

とされ，

セラードと呼ばれる疎林の原野が多く 栽培面積を

薄で強

祖合いなとか再人i直するとし＼）たこと

；こも [Jじ敵する 600/Jhaの

トス）レ川なし~の先連地帯で ^
1
9
 竹

中乳113J小1の中でも大只の

カンホと呼｛よれる原野か）＜弐く 1よか)Cし)る。

が必要であるぃ しかし，

はあげうるところが名そうであるs0 また，

北ハラナにみられるような肥1夭なテーラロノン ¥'J:壌も部分的には存在してわり，
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人殖する人の



士．性に対する間心しより怠し le, Ql. を上らせると，間罰 1--2年!in

ミナノ、シ r ライス州では西郎の＿爪J ミナスと 0『ばれる地域で大豆作，— xtする閏しかりかし＼

州とコイ［人州は畜産か盛んであり，

a
 

入
8

作フーム 1こは乗りぎオしす：・.fl介｛こ i;)、し＼

これらの発展迎上地帯は内陪：'ff¥に深く入）、r わり， ）
 

,t 

も見られる

してし＼心と｛よ，『えなし＼］：

牛産・流通基盤の整備が必要なこと，先進地域より販化舒費を多く＇附 j ることなと，

外の問題、(i,があり，今後の大豆作か順闊に伸びてゆくかと）か未確土の＇匁素も多し）

→ , ., 
V 、9

i「rlJ

5)発展可能地帯

発展途上地帯の北，マノトグロ J ソ州北郊，コイアス州中北郎などのセラード地域は気靡望的し

は大豆栽培も行える発展可能地閤でありその面積は広大である。しかし，ここではま戸

スに乗った大亘生産は無く，試作中または叶両中といった程度のようである C、七ラ...I「月笠

によって将来は大豆作が定苔ずるごともあり得るか，なお時日を匁するものと巴われる"

2 栽培時期

1)栽培時期と品種

一般に10月中旬-o--12月中句頃までに播種し， 2月ド句-4月中句叫までに収穫iる

は，早生種を早まきし，晩生種を晩まぎするのが普通であるハ晩生柿左旱まきずるど，・-,t:-r r) 

に茎葉が繁茂し，高収をあけにくし八最適期は11月中旬頃のようである u

大豆栽培農家は経'i均面積の大ぎい農家か多い 0 大規模に大豆を栽培する場合，収穫時の

労力を有効に使うだめ，早牛種の早まきから晩生種の晩まぎまてぢ適'1<L加えて，収穫峠期1:叶］を

持たせることか広く行われてし)る。 1例をあけれは，マ J トクロ ;'JJI-I Dour ados郊外し訪ねた

農家は，大豆畑 300haをClayson1530型コンバイン 1台で収穫する C ; 一の機械は仝 ll連転すれは

20-25ha収穫が口［能との灌明で，約 1.5ヶ月の作業期間の中で処理している。

干ばつなどの気象災害に対する危除分散を考えることも必要である そのためには，し)乃いろ

な熟期の品種を作付けるなとして栽植時期の illをもたすことか好ましいとされでいる '_,I[年はりi

生種が好成績をあげていたと直われるが， 1978 年の「＾はつでは， Ill_'「柿び）什育か抑えられ~-.破古

が大ぎいのではないかと兄受けられた，2

2)大豆と小麦の2毛作

ブラジル国内で大豆と小麦の 2毛作か気候的にみて可能とされる地域は中怜Jt別に広か，,-cし）る
1: 

（図 5)。小麦と大豆の 2毛作は小麦の自給平1合） I: という政策からも広く党励されて I,'る 小左の

栽培面積は 1973年 184 万ha から 76年の 355 万 ha とほぼ倍増しており， I\~-j ナ州， リオ・クラ >fIヽ

スル州の伸ひが目立っている（~表6)C しかし，向作物の収穫期とオ番柿間か氾く，栽焙面積の人ぎし＼

ことと相まって農作業期間か重複するので，それそれの作物の適且ljiこ栽培し，安'11.:し（高収在あ

ける二とは容易でない。小麦の発芽には好適な両の多い時間に小友をオ番種ずるためには，）くりの

~13--



州 別

リオグランデドスル

Jゞ ラ ナ
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適

・闘『:t喜
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(__ ___ __) 不適

Da 年間水分不足 lit

Ta r「平均気温

図 5 気候的にみた大豆と小麦の栽培可能地帯

注 文献 1、Iを参考に簡略化して作製

表6 州別にみた小麦の栽培面積の推移

1969 1973 1974 

千ha]' 1,073 1,372 1,565 

大豆栽培面積 165 62 57 
との比較 2

-------- ----------------

千ha 232 341 660 

大豆栽培面積 135 42 49 

との比較
---------------- ----------- --------------------------------

サンパウロ 千ha 6 29 110 

大豆栽培面積 13 14 33 

との比較

マットグロ、I'ノ 千ha 24 37 

大豆栽培面積 28 21 

との比較

1975 1976 

1,899 2,016 

61 61 

800 1,248 

49 60 

123 185 

32 47 

42 58 

22 30 

- - -←  -------------------- - ----- - ---—-—- -------------- "・・------- -------------------

合 計 1、407 1,839 2,471 2,931 3,547 

注 1)栽培面積は lnstitutoBrasileiro de Geografia e Estatistica資料による。

2) 大豆栽培面積を 100として算出。

収穫時期が多雨となり，大豆の品質低下を招ぎやすいといった問題がある 0

主要な大豆と小麦の 2毛作地帯の作季についてみると，パラナ州北部以北の地方と，パラナ州

南部からリオグランデドスル州にかけての地方とでは問題，•.'.i. が異っている。

14-



秋期から雨鼠が少なくなるパラナ~

るの の

これに対し

とも可能で，

に対する詞約がぎこF'[,くな-j ーでしヽる，

秋期にも比較的降雨(')あるハプナ州南音似）

i]Jが広く，

し，小麦の収穫時期かあまり遅れるど

パラナ州ではりし生柿か多く栽培され， それより

作付割合が多いのは小麦との 2毛作を考えているのか第-O)』用山である。

かつては小麦ある(¥は大豆だけ栽培していだ農家が多か)たか，次第に両作物を

になってきだと言われる。大豆の栽培面積の隠増にもかかわらず，小麦の栽培面積が増加

る点が注目される（表 6)た

播種時期を変えて栽栢しだ大豆

と小麦の 2毛作試験，あるいは，

行っているのをみだ C 二〕い・)だ

とって必甥と思われる c

と小麦の両方カ

：斗
iふ，

ー史する:::と（こなるぐ＼

の店ll I; オグランデドスル州で

品種の

スー

-― ~
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3 作付体系

新規開畑する原林野は強酸性．］：壌が少なくないでそうし、ブ＇）たほ場においては，ま

して直ちに大豆を作付ける場合と，酸度矯丁を 2年がかりで実施し，最初の 1-2 

に強い陸稲を栽培してから大豆を作付ける場合があるが？開灼l苔籾は一般に低収なので, z受者の

作付順序をとることが多いぐ9

苦通畑における作付休系としては，大豆の単作

作型が多い。近年の急激な大豆栽培面積の拡大指向

小麦の 2毛作で毎年大豆を 中｝、1ス
〗

にわだ）て大豆を連作する圃場

を増加させている。

リオグランデドスル州南部では依地 稲 大豆という輪作もあると言われるが，広く定許して

いるものではなさそうである。

リオグランデトスル州およびパラナ州のー＾部で Rhizodoniaroot and stem rotと目されろ

腐れが、1―'閉々と発生，している圃場がみられだ c これは大豆栽培の歴史の古いところに多そろである r

方，ネコブセンチュウの被古は大豆の初作地でも発生しており，栽培の歴史の長短とはi盲揺

結びつかないようである。

寒冷地における連作問題と，温度の高い低緯度地帯における連作間題を同一視でぎないかも知

れないが，連作による障害，特に士壌病虫害の発生が増加することも懸念されるので，その消長

には注意を払うとともに，長期的展哨にだ-)だ連・輪作試験を各地で実施しておく必嬰性を感じ

た。

4 不耕起栽培

前述したように，主要大豆生産地帯はまた小麦の1塁尽外：｀所地帯となっている。経常的には令 k 
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冠:t小麦の 2 は魅力が出るか，技衛的,:は， ある,,は機械・＇）］｝」なとの配分上の制的

があり，全印作H:tは央して容易ではない。

また，地形的にみるど， hり作物の下要生汗地は起状に凸む丘陵地帯が多く，•土壌侵食による畑

地の崩壊か起ぎやすし＼ところぞあるし

ータ`）した 1月是叫，i,を解央する栽培技術として不耕起栽培（フラシルでは PlantioDiretoと言っ

ている）か憎I!でいわれるようになり，木格的な研究も行われ始めた。

こ(T)j五去い麦類あるいは大豆を収穫した後，耕起・ 整地を行うことなく次作物を播種するも

(7)で，作物の そのままほ場に残される。

慣行リ；ては，耕起を容易にするため残冷を焼却してしまうことが多かったか，この方法では残

清が汎『時L壌の表iJTiを覆）ことになる。その糾果， ff甘滴か上壌表面を直撃する力を柔らけたり，

表面を流れる水の撃いを閲めだりして，上壌侵食を生じにくくする。また，」、：壌水分を保つのも

容易となる(

これに加え(, 耕起，整地なと次の作物の作付け準備に要する時間を節約できるので，大豆と

小麦の鈷合が容易になる

しかしながら，このような を多年にわたり続けた場合に収斌が下ってゆかないか，雑草

を卜分抑間でぎるか. I『物の遺体をそのまま残すことによ・）て病虫古が増加しないかといった、［江

が良くわからず心配されてし¥る c

国立小麦研究センター (CNPTrigo)では，不耕起栽培 4年目のぷ馬灸圃場を持ち，作物学的な

調査のほかに， t壌の物理性や化学性なとも調べるなど広範囲にわだって影響を追跡している。

現状では特に問題となる閃古がないばかりか，アルミニウム毒性による障害の軽減と増収傾向を

ぷし， t壌中の可吸態リン酸もまた培加傾向にあるという説町であった cぅ

この方よの成否は，今後のフラシル農業の方向を決める慈味でも注目される。

5 品種

プラシルの大豆栽焙地帯の範囲および栽培面積の大きさに比して，使われている主嬰品種の数

は少なし＼。

品種の来歴をみると，

アメリカからの導人品種

アメリカ (Florida, North Carolina, Missisippi)の育成材料を送ってもらしヽ，ブラジル

に向くものを選抜 L品種としたもの，

③ フラシルで交雑し，選抜・育成したもの，に 3大別できる（表 7参照）。

現在は，①の導入品種が栽培面積の約半分を占めると推定されているが，逐次 ＠，③)の晶種

り栽培割合か高ま）てゆくものと f想される。

州別に［裳匂泊柿名をあげる。

リオクランテトスル州は Bienville, Bossier, Bragg, Davis, Hardee, IAS -2, IAS -4, 

Parana, Perola, Prata, Santa Rosaなとがある。この州では早生種より晩生種が重視されて

~-16 



品種名 来戸、L

I AC-1 

l AC-2 

I AC-3 

Alianca ;< Palmetto 
prPta 

La41-1219次 Yelnando

Florida bulk 59-1 
集団より

表 7 大豆品種の特性

伸 毛 花胴
育茸
型色色色

仙 If, 「l 淡褐

I AC -4 !AC -2 x Hardee 

I AC-5 !AC-3と同じ

Santa Rosa D49-772XLa41-1219 
(L-326) 

Industrial Mogiana X La 41-1219 
(L-356) 

Vi~oja D 49-2491ヌImproved
(F61-2890) Pe I ican 

UFV-1 Vicojaの mutant

Mineira D49-772 :X、 Improved
(F58-6421) Pelican 

Paranii HiJIXい(RoanokeX 
(N59-6800) Ogden) 

BR-l Hill x L-356 
(P F7063J 

Bienville* Pelicano X Ogden 

Bragg* Jackson X D 49-2401 

、9クヶ

有褐紫 ;l,t

々灰臼淡撮

皿 祝 紫患

有々臼 祝

祝火
火

r

、
{

ヶんん

,, ,, 紫閤

ヶ ク ヶ ヶ

，' 仄 ，， 淡掲

，'ク 1'1 ,,, 

揺ん，祝ク

ク
里
~ー-．

 

ヒ^
‘屯ォ

f

灰

祝

ク

々

Davis * D49-2573 x N 45-1497 ク ／仮 ，, 淡祝 VI, Arkansas農試で育成，①，＼瓜③ に

抵抗性，肥沃地1句ぎ

Hardee ＊ D 49-772 X Improved "'',, 祝

Pelican 

'55年 I¥liyasaka氏交雑， '65年品種

，2）に罹病件

'67年品種，
地向き

備 考

やせ

①に抵抗I牛

セラード地帯1句き，①に抵抗性

RS州 SantaRosa(})名且りをとる．

②, C-i)に抵抗性， Miyasaka氏ら交雑

①，②，④に抵抗性
Miyasaka氏交雑

Florida大で交雑， '69年評及へ，:、i,'.;!'←
抵抗性

'73年蒋及へ，①, 図に抵抗I牛

Florida大で交雑， '69年普及に移す．

②，⑤に抵抗性

North Carolinaの系統を選抜，

抵抗性，生育日敷約 120日，環境による
少， '72に品種

BR-2 (Hill x Hood), BR-3 !Hillゞ、

N 45-2994) も普及に移される見込み

VIII, ① iこ罹病性

¥1!, Florida農試育成，①， :2)に抵抗性，

⑤ に罹病性

¥11!, Florida大で育成， ③ に抵抗i•t,

ふ I)① 入anthornonasphaseoli var, sojens, ふ '.J,~/'seudomonas tabaci, ::{;cerco.spora so11na, 
<fMe/01:dogyne ja,・aniしa,J,)Meloidogyne incognita 

2) *印 アメリカ品種， 備考．ローマ数・-;,::ょ粒期分類を示す C 3; 種皮色はすへて黄色-

いる。今後は新たに育成された BR-1, -2, -3, なども広がる可能性があるも

パラナ朴1は Bragg,Davis, Florida, Hardee, IAC-2, IAS-4, Industrial, Mineira, Parana, 

Santa Rosa, Vi~oja, などの栽培をみる。この州では早牛種の Paranaがじ喫品種の筆頭で早今

生種の約70%がこの品種で占められている。北パラナでは早生種の作付け割合が70%, 中生柿25

％程度であり，パラナ州仝体としても早牛種が作付けの60%を占めているので Paranaは文字通

りパラナ州の屯導品種となっている。

サンパウロ州では IAC-1 , -2, -4 , -5, Santa Rosaなとこの州の Campinus』験場で育

成を手がけた晶種が少なくないっこのほか Davis, Parana, UFV-I, Vi~oja などもある c ここ

ではセラード地帯向きの品種として生育か旺盛で生育期間の長い IAC -2 , IA C -5在すすめてい

る。

マノトグロノ‘ノ州（南郎）では Bossier, Bragg, Florida, IAC-2, Ylineira, Parana, 

Santa Rosa, UFV-1, Vic;ojaなどかある

ブラシリア固辺のセラート地帯では Santa Rosaが試作成績が良かったと苫う。 このほか，
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IAC-2さ Parana. じFV-1摩ど されているくう

かつては， ぎの Otootan ( ）令 Aburaは，更に Pelicano,Aracatuba 

／＼，次いでHill,Bienvilleなとの品種が多く栽培されだりしたか，次第iこ変＇）て現在に全っているべ

アメ！！」］からの

と言われる tのが目立つ^ ）

ニれし：対して, IAC-2 IAC-5 Santa Rosaなどプラジル,'  

Davis, Hoodなとにみられるようい る

・育成された品種がセラー

よ〗な」：壌の化学性に間題のあると=ーろでも比較的好成績をあけると言われているのに

庄目しだい c 二のような地帯に適する品種は根が発逹 lJ章丈も伸びるものが良いと言＾われる c

今後，大豆の栽培it七フート，セラトン，カンポなとと呼ばれる植］で， t壌の化学：性の劣る

地帯へ広が）てゆくしのと息われる (1)で，こうし¥・・;だt壌でも好成績をあける品種の重要性

まるものと円われる。

現在i+Jし．＼られeいる品種の多くは，その地にあどぅて， それなりに好成績をあけてはいるが，

Braggのよ-うに に罹病するようになり問題視され始めたものもある。 として，新

優良品種を受け入れる積極さが主るので，育種が進むにつれて．「＾要品種は変ってゆくものと思わ

れる。

大豆の栽培面積か大きいにもかかわらず栽培されている［砧種数が少ないのは， l噂甚生産地帯が

低緯度で， しかも南北の緯度の差がせいぜい13,4度位なので・, のりー育時期の気候の差が高緯

度地帯より小さし)とし＼，ー）だことが理由の 1 つとして考え r れる c しか~-, }(吃の生産拡大の速さ

に，育種試験研究体制が十分追従できなかった面もある。今後は，育種試験f本間を充実し，耐病

性，耐アルミニウム毒性などに優れた品種や主要生産地帯より北の低緯度地幣に適する品種の育

成に力を入れる必嬰があろう c

6 種子問題

パラナ州南部やリオグランデドスル州の大豆作地帯は標高も上り，温和な気候なので良い種子

場となっている。

しかし，南緯24度を境にして，その北の生産地帯では発芽率の低い種子があり問題を生じやす

い。特に旱生種は種『として不適‘りと i言われる。この理由は，成熟時期が高温・高湿で種臼こと

ってはイヽ良条件が続くだめとも考えられているが，問題点はこれだけに止まらないようにも思わ

れる。これに対して，晩生種はカメムシ類の食古による障害粒の発生を抑えれば種fとしての間

題は少ない。

北パラナでは発芽繁など種子検査を行う実験室を有する農業協同糾合を訪ねた。ここでは10万

俵 (1俵60kg) を20℃，湿度50%程度の条件で貯蔵でぎる設備を行するなど良い種子を確保する

のに力を入れていた。

ブラジルの大旺作は規模が大きいだけに，種f-の良否を調へ，危除を避けることがきわめて爪

要である e このことは，農民が銀行から資金を借りる場合に保証種fを使う必嬰があるといった

具体的な規制のあることからもうかかえるところである。
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熱帯および亜熱帯地方における

研究課題でもある C

7 酸度矯正と施肥

プラジルの大豆作地瞥を通じ

ては，パラナ州一帯に分布する肥沃なテフロ／シャ t壌もある力，酸性が強く，ア）レミニウムお

よびマンガン毒性が問題になる土壌が広く

だ~

る、
ふi

し`てI
)
 

ふ
よ
i る共通の間腔て丸り，

多し)と言われる｀，しかし， (:. つし l

そのため，大豆を栽培するには，ます酸度矯止か必要かどうかを検討しなければならない こ

れは，土壌の pH, じ性並びに有槻物の多少などを目安にして決められる。施用量は ha'りり 2t 

前後から時には 7-10 tにも及ふ‘。 CNPTrigo 3で行っだい］天施用試験粘果をみると， pHが4

-5の上壌に1リ天を ha甘り 6.2 t施してもなおpH4.8程度のものもあり，最も pHの卜昇しだ士

壌でも pH6程度であった。また， ha当り 24.8 t施用［ても pHは6程度のものもあった'.l'!<l 6)。

鬱石灰必要呈 9t /ha以上とされる土壌

0 石灰必要鼠 7t /ha以ドとされる上壌

7 0 

工己：＇ 6 I) 

゜G 

゜
80 0 

゜壼 Q) ． 
七！ 5 0 

゜ ゜-§ ゚
． ． ． " ． ． ● 鬱

． 
4 01. 

＇ 

゜
3. I 6 .2 

§ 
゜

鬱 ゜゜ ．魯゜• 
゜ ゜

°。
゜ ゜゜

●゚ 曝疇

12,4 24,8 

石灰施用景 It / ha) 

図6 石灰施用量と土壌のpHとの関係 (CNPTrigo) 3 
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図7 土壌のpHと置換性アルミニウム量の関係 (CNPTrigo) 3 
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pHが低い

ルミ―一心ムの例を［メ]7 

の

C孔ど の量が少匁く ''✓,'' ）巴 9、一 アルミニ占ムのlitは多くなる勺

心 ;J:;しだし

, tわt,・r 1,,. らが，＇］ヽ麦を 7炉八、,;,, 刃 口 二ご~ までpHをL:げると

モ廿イク病( カ、発lj:(、 ＇：なり，収はも低 1ヽムの{t(j向んぷす（図 8!" 2
 

脊考える場合，

を考え，韮叶『物ともに適汀左 pH禎域：こずる必嬰がある。

3000 

さ
炉9

2000 ., 
こ＼

ご呵
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大豆

仄
T~« L9~ 

4
 

?
J
i
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、
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小麦

24. 8 

t Iha 1 

図8 石灰施用量と および小麦の収量との関係 8
 

5ケ年の成績： CNP Trigo) 3 

施肥は， 大豆：こ直接施肥する場合のほかに，前作に小麦が人るなり，こ［小麦に施肥するだけで止

める場合もある c

窒素施肥に→ しヽてはほとんと論墳かない ＾般に肥沃な

で 3-15-7とし,.,た配合肥料も Illし＼られて p るようだが，

は窒素の施川は考えない。 "立1ア
叫）

その場合でも fl木の場合の l/ 3位の

施用鼠である。 [rj際的な

にあたらなし lo

の栽培慣行からみて窄素施肥をりわない場合が多いので，特に院＜

リン酸施肥は， 二の国の土壌茶件からみても特に巫視される c しかも， リン酸肥料は輸人依仔

度が高いので，適且ー」化を施用する必要がある C 新規に開則する場合， まず十．壌中の可吸態リン酸

をある水準まで高める十壌改良！廿の施月］械と， その水準を俣杓するだめの施川情を決めるという

考え）jで悲準が作られてし＼る，ヽ こ、ーでは間畑の進む発展途~:地瞥マノトグロ）ソ州 Douradosで

t!¥してし＼る資ポIを;j';し，

表8

1こしだし¥ (表 8および表 9),う

土壌改良のためのリン酸およびカリの施用量

上壌中の沢換性りン

I , ppm, ＼ (m. e.) 

リン酸

施用駄

(kg/ ha) 

t壌中の閥換性カリ

(m. e.) (ppm) 

カリ

施用量

(kg/ha) 

゜
5
 

0.0 

5.1-10 

10 

0.05 

0 .051 -0 .10 

，>・0.10 

0
 
0
 
0
 

4

2

 

2

1

 

0-30 

30--60 

>60 ゚

0.08 

0.08-0.15 

>0.15 

0

0

0

 

0

5

 

ー

ふ 1) Sistema de Producao Soja, Regiao do Grande Dourados 1977年9月刊より引用
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表 9 リン酸およびカリ施用量の規準

笈 砂 l:1 

→ ¥ 
索 (ppmi Im. じ）

. ―. . ....... ... ... .. .. 

0・10.0 0.0 0.10 低

20 0 .10 0 .20 中

>・O .20 高

1) 

100 1 
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/'、20
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ー
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--6 .0 
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.>12 
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0.0 -0.10 

0 .10 0 .20 

>0.20 

70--80 

60 69 

50 ヽヽ 59 

30-40 

20-29 

0-19 

; l l 

2) 

:1 

l壌中の閃換性り／~ またはカリ

｝り O,;ま'.::tK20の胞月1駄

0表 8とい）し‘資料からりIJ廿

力りについて fJI司柱の考え方で施）廿斌がぷされでいる（表 8および表 9I c 

I;-後も の栽培直積の伸び く場合にはぷ艮l:壌地幣の開畑か多くなるので，経済性を考

だぶ
へ と施肥か小要視されよ）、9
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栽植 密 度

畦 11)は60cm位の圃場が多t)

昌：40-60kg『也度となるし

播種粒数は lmに20-25粒，時こは30粒程度でha賃り 40万粒前佼，

好まれるぐ

は大ぎしヽカか苓かあまり）こくならず，

i .: -; し）て*)'

ロ~＾

耳"1, も仇；くなるしりで収穫作業上からも
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れた/

だ印象として， どこでも卜分な栽植木数が確似されてし)る内、,_

栽植密度試験の糾閉では畦illを50あるいは40cmにつめる方が多収となっているぃ

心させら

これは除草剤

の上手な利）llにより籾期の雑草を抑え， その後は畦illか狭ければ， 大豆策が畦間を閥う時期が早

まることにより雑iドの繁茂を抑えやすしヽとし)う利、l仄もある G 除亨の簡易化としヽった、1ばからも杵及

のii「能性がある。

，
 

除 草

大豆の栽培時期は1H凧も多く， 除草を全く行わない圃場における雑草の (:tはなはだしし'0

：こ栽培面積か大きし>Cl)で', 効辛良く

舟般にパラナ州では比較的上r:: 
る必疫がある。

しているほ場が多く見受けられたか， リ~· グランデドス

ルHIではやや雑草(T)[l .'r_三）ほ場もあ だCJ これは， ／＜ラナ）1、|の力かほ場を笠.f用する労りを得やす

しヽこと，肥べで I:地！！屹袢か畠iし＼〇）て

とされる C

に除がするのか得策とぢえられ（し＼ることなどがI胆廿

除章力法は除芹斉ljO)」：壌々 口』用と中耕 2-3日を祖合せだものが苦遍的であるが，
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家向ぎ：=古虫防除の『,JIが出されて＼＼るか， こ{litHf本(J'J了I・竺只：>t月1，解されやす，， iものと

息＇)へこの［“り 1の匁、1,',i,は，農家目身が大日Ji廿に発生する虫の種類, %t !.;, 轟1 ✓~, どの位(,:な）だら

防除すへぎかをぷしてしヽる（、翡育は畦間に 1mのにさの布合批け， そC乃!:::::大豆：'..・Jし)ぐし＼る虫

をたたぎ落とすとし＼〗力法をと）てし＼る c rfi-!'l..iJ9haJ. ヽ．）、 ド67'. ジri)j, 10・、・29ha8カヽりif,30・・ 

99ha 10か1ifrLし、r しヽる 防除の日＇なは，

開花まで｛よ， 1.5cm程度のアオム：，か 1m'11') 40[叫以ド， あるし¥it 

才lは叩方詞ドを控えろ，

か30%』‘）ドであ

間花時間｛こはアオムシ 40国または食古面積15%で防除す~'

焚の発逹肥大する砕間には々 カメムシ類が 4[JI・文＼ヽ れは防除する， cピし＼）だものである c

カメムシ類は道路の近くから逐次内；'fj;(こ広が.)・cゆくこと、晩牛f車の }j

となとを配咆して hiflのように見まわることが哨ましし＼として＼＼る

を受けやすし)二

-·• 餃に，眈地，晶辺地1:おける大豆作の障古（り第ーは虫古とさオl, i『:: り<,0り付1長）且」から粒り肥

大期にか il(r/)防除を月1Jいする上うに叩まれてし＼る c そい），,,'J,, 7 三7;,、）ししり大豆作地帯のような気

候条件の下 p}j屑拿v)[11i度tを証見らすーとし)う方[er]をぷし（しヽ る n:こ：t徽かさ J.lる これは' :: (J) 

川の大豆作の技術水準が高ま，） -cし＼る !'Iiぷり表ilとも受け取れる tし，監視休伽）あるしヽは発り:

予察体制かととの）てしヽれば， ｝＜豆かまとま')て広域に作らオl,(\'<~f' けに斉防除も行し\ -)る C

今後の推移化見守りだし}

虫古：こ閃伍 l_,(, そ〇天敵i::i題しこ三）し,-: ・,3しだし', マ／ドクロ；'/州南喜［あるし l(J!、ラナ］』卜1

なとの大豆は場ではアオムシか病気にかかり夕Eんでし＼たり｀また死（こか:t〈-(\る姿在しば~:よみ

ることかでぎだ L し）ろ(¥ろなアオムシを殺す菌 :'-lomureae ri lいか知られ--'¥るばか，ア--'ヽ, ~ ム
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シが黒くなって死ぬウイルス病も存在する。アメリカ：ハ"]者 二し/;也方［こ i ごこ〗 P-) --

多く， しかも気候条件のためか短時日で害虫を させるほど強し＼、しのがあるど

カメムシ類の背中にも他の虫によって産みつけられだいしい叫］を三）いているのガ見

れも天敵活動の 1つらしい。この分野ぞの /1 まい -cいる、〉

12 印象

1978年は過去十余年，順調に伸びてきた大豆生産が干ぱつの影界で大巾に るどい

年であった。そのためパラナの肥沃上壌での大豆作も良い出来とは喜えなか')だ。しカ:,,'フプシ

ルの大豆作が熱帯，亜熱帯の大豆作のイメージとは遠い，大規模で近八的なものであり、

にも急速な高まりを見せていることは理解できた 0 アメリカ Jl機械化栽培技術が移柏さわ？

ジルらしさも加わりつつあると言えよう。 トウモロコ：立吠鼠などを+に作付する農家の方J' 般

に小規模で自給的色彩が強いが，大豆作農家は企業家とい〗；；閏 1 、も -j る。それだけ,,

代技術を導入する が強いように巴われる。

大豆作が発展・拡大すればするほど，独自の問題が多く 'Jるであ巧うし，フラシ

確立される必嬰が強まろう。

現在までのブラシル大豆作の発展はアルゼンチン？ハラゲ，』、イなど）圧隣諸[El(T) 

刺激を与えているが，今後の発展は，更にアフリカ，オセ了二—ぁ◇ し＼は南アジアで〇太¥)f『

も技術的示唆を，そして世界の大豆作に大きな影響を昇え-';る3

る。

v 訪間した研究機閃！こ')い

の動向を；［日ずる！〉＇芳

ここでは大豆を研究対象としている研究機間についてのみふれだい その中の 5

EMBRAPA (Empressa Brasileira de Pesquisa Agropecuaria: ブランル農業研究バ吐）し

属する研究センターまたは州に配骰されている試験場であ :fo, EMRRAPAは法律に鱈） "'1973 

年に発足したもので現在16の研究センターを行している-;に 開隻作物信を冠した研究七ンり はわ

小麦，稲と菜豆類， トウモロコシとソルガム，棉，里樹とキ·~·;; サハ，そして大豆の 6三）アあるし

また地方名を付したものとしては，セラード農業，湿潤熱開農業，平乾燥熟帯農：業を対毅 i'.しだ

3か所がある（）

この中で訪問したのは，大豆，小麦およびセラード

資源センターと試験場を訪間，見学した c 大豆センターを

このほか， リオグランデドスル州の農業協同組合の

訪ねた印象を簡単に述べる。

国立大豆研究センター (CNPSoja) 
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ンターである。加えて

l'(はt¥ずれも短時間の訪間である r

研究郊門も加えて、 6つの研究嗚間を



I J概 況

1975年に設立されだ tので ブラシルの大豆作地帯のほ

Londrinaにある、9

てる二と{

大豆の

）
 

L

、j
 
L
 

の研究鳩力在通じて大弓作に

機関は1977年には1HH, 25にのぼ-)ている c まだ，パラナ 9州内の各地に現地圃を設け，

培，病理

｀
 

r) 
ヽヵr) 

虫

→ -の研究七ンターは IAPAR(i〈うナ州

発足し

に間連するいろし¥7) 7; 分野の研究合進めると

研究分野は，

央， 南詞帰線の通るパラナ州北部

）の敷地，建物の—--部をあ

。育種

る0 部門別研究員数と

ンターから

ずる研究の調整なども行うという役割を持・）ている。研究協力

などの研究員が直接担甘した試験も実施されている c

牛態・栽培法．

の学位水準は表12にポした

されて内外の

もに， :J,ト［あるいは地方の研究機間と

t壌名木直物栄養， 虫

育種，栽

病岬，種fの 6部門より成

くて経験年敷の少ない研究員が多い。

してし lる人が多く， より高い学位を取得

して戻')てくるようであるし研究センター ,11局も研究体制が

の飛躍を芦えでいるよ〉であるし

になることを心配するより将来

研究センターの職種別の人薮：土表13に示した。研究補助や秘息といった人が多い。

表12 国立大豆研究センター '.CNPSo」a)
の研究員の配置と学位水準

研 究 分 野
,•; ・＇：位

~ 一

PhD l¥Is Bs 

合
計

表13 国立大豆研究センター !CNPSoja) 

の部門別職員敬

遺伝・育種

植物病罪

虫

生態・栽J乳・

t壌・柏物栄養・牛且ft

統叶

種 r

2
 

1

1

2

 

2

5

4

3

4

 

4

2

 

3

1

 

8

8

6

 
r
、“

7

1

 

門 人数
~ 一

庶務 44名

研究員

研究補助

39 

llO 

合 t
 

ー・ニー-.F 
193 

合
{•,•a 

，
 

2 . ッ. 2 

7 21 11 39 

2) 遺伝・育種

交雑育種を中心とし，遺仏臼原の導入 (1977年615;伍導入）， fは存，増殖を行＇）ている。育種目

標としては病柑， ネコブセンチェウ， あるいは虫古に対する抵抗仲をあけ， また，低緯度向品種

やアルミニウムの毒性に耐える品種の育種をも 尉し，年間20糾合せ程度の交雑を行っている。

しかしなから， fl:•Ii が緒についたばかりの部分や，

現われるまでにはまだ時間がかかりそうであるぐ

現状では実施が困難な部分もあり， 成果が

初・中期 [ti:{しにおける抵抗性佃体・系統を選抜するだめの現地選抜圃の整備などが必要であろ

う。特しこ， t壌病’方のための抵抗性検定を行える圃場の造成とアルミニウム虚性に耐える個体や

系統を選抜するだめの現地選抜圃の設閥が叩まれる。まだ，

要であろう<
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それらの選抜jj法に関する研究も必



研究員の叶］には

条件が整えは力を

は別に を設けだ方~

かな＼をりーダーとし'-,-,_x') 

してくるものと息われるC'_かし

が良さそうであ

が広いの

-",";,I ぢ八+''包 j·/1し'~. /、 t)、

3) 生態・栽培法・除草

大豆品種の揺種間を変えて地域での適応性を調べる共通連絡ぶ験を始めだり，小友と Cl)2 

に関する試験や除草剤をじとしだ除り屈去に関する試騎などを行）でいる。不耕起栽培に閏する研

究も緒についだゞ大豆の除草剤に閃する試験はここ 入クリー~ ニングを hうほか，

ふ
｝，

 

^̂A 
）
 

‘、

などについても 9
,
j
 

ぷ
，
’
~

.
T
J
 

,f 
んを

この部門の研究者は大豆の

究者との協lfil研究を行う I界の中核として，まだ各地

育種など他分野の研

ス~
r

し,f 

六

1{

果の解析などでも研究センターとし、 -c、 力が求められ上う、9

4〕土壌・植物栄養

国内で生産される鉱石を用いるリン酸資材の試験，

ム毒性に対する耐性の などからfこばつ抵抗性やホルE :✓ iこ閏する

士壌ある＼ヽはアルミニウ

の施肥の開l

題など盛り沢山に問題をFかけようとしているが，まだ研究か軌道に乗 'Jていると い誰い）

この部門は，大豆生産がセラード地帯に定杵するだめには重喫な役割を演じ得るところである。

育種部門との協力研究も考えられる。実験設備の間題も含め， 』］の充実が必妻と息われ心 Q

5)虫害

寅虫や天敵の梵生・分布の調査とそれらに対する殺虫剤の影愕凋責，あるいは［夏り［！！しび）

山や殺虫剤の効果に関する などが行われている＾

農家に対して具体性をもっだ指導を積極的に行っているよ〗であるこ急速に伸展しだ

けに，息の長い発生動態調査か続けられることを期待したい、，）く敵に閃する調査研究も督展さぜ

たいものである。

6)病害・線虫害

いろいろな病気について，梵生状況や被害の乱点］責，防除法に関する研究などを打）ている 多

くの病害はブラシルだけに発生．するのでなくて諸外国にもその例があり，そこでの研究成児ぢ

考にしやすいとしヽう利，r且か年かされてし＼る 0

しかしながら，七壌病害やネマトータの被＇；じの発↑状況の綿密な「，周代はなく，実情が！「確

捏されてし＼なし lo 特に連・輪作の状態など作付休糸と t壌条件在合む環境条件を加えだ発'L

を行うことが望まれる。上壌の病虫'Hは｀今後ブラシル独自の間題として栽培学的な吋r応第を考

える必要が生してくるかも知れなし＼口

研究分野として特に充実が求められてし)るのはウイルス病とネマトーダの間題であるぐウイル
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ス病の研究は， L月内に電f顕微鏡などの実験機器類が乏しく， の 合研修する場が限

られており，ここでも設備の と研究員の技術水準の声Ltが望まれている心ネマトーダに

る研究についても，高度の技術と

術水準を引ぎ上ける必要ーがある。

7)種子

を持った専門家が国内に少ないので', 員をふやし，

無病で発芽の良い優れた種「を牛産することは拮本技術として巫視されている。収穫，貯蔵，

品質などについての間題が取上げられている（｝現状では普及技術者に対する指導といった面にカ

が入っているよう！こ思われた、

熱帯・亜熱帯地方｛こおける大豆種fは， しばしば急速に発芽力を失うので問題視されるうブラ

ジルにおいても北パラナ以北では重要問題となっている。病理，生岬，育種など多方面からの解

明が低緯度地帯の大豆作安定に寄与するものと思われる。

8) ま と め

国立大豆研究センターはフラシルの大豆栽培を支える研究機関の中心的存在として位閥づけら

れはしたが，まだ発足して Hも浅く，評価は今後の充実。発展によって定まるものと思われる。

研究員も若い人が多く，ブラジルの大豆作の歴史の短さを象徴しているようである。

今後の大豆作の発展を支えるためには，小麦との 2毛作を容易にし，作付来を高めるとともに，

作付地帯を拡大すること，連作の影響についての調査，上壌病害やセンチュウ杏に対する対策，

セラード地帯向け適品種の育成と酸性士壌やアルミニウム毒性に耐える品種の育成と育種技術の

開発などブラジル独自の問題として解決を迫られる課題が多い。大豆センターの充実• 発展を願

ってやまない。

2 その他の研究機関

1) セラード地域農業研究センター (CPAC) 

ブラジルの内陸部に広がるセラード地帯の農業開発を行うための国立研究センターで首都ブラ

ジリアの郊外のセラード地帯にある。ここも研究に着手して日が浅い。

大豆は重視されている作物であり，系統選抜，生産JJ検定， リン酸と石灰の施用量を変えて品

種の反応をみる試験あるいは大豆と他作物の 2毛作試験などを始めているが，研究員も若任して

間もないので，まだ成果を論墳し難い。日本から派遣された研究協カチームも大豆を対象作物と

して考えているようで，今後の研究協力の進展を期待したい。

2) 国立遺伝資源センター (CENARGEN)

首都ブラジリアにある。ここもまた 2年前発足したばかりで，種化病理，遺伝，組織培養，

農学などの分野の研究員が合計 9名いる。

大豆，小麦，稲，‘ノルガムなど種々な作物の品種・系統の種子の保存，海外からの遺伝子源の
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導入や，海外との種fの交換の窓口にもなる。加えて，栄養繁殖する ウイルス病：こ

ているものの無毒化なども試みている。

種 rヅの低温貯蔵設［前も小規模ながら持っており，大豆は品種，系統あわせて約 2,700,1仄

られている e この｛呆存品種のリストをみると日本からの導人品種も少数ではある

その一部に記載ミスがあるので指摘しておいた。

このセンターも，まだ人員・設備ともに不十分であるが，コンピューターをすでに

種の特性の記録や分類に用いようとするなど積極的な盾動か行われようとしている。

まれてし＼

9
4
 

J
I
 

i
目

．` 
1

・し）

3) Dourados農業試験場 (UEPAE-Dourados)

今後大豆作の大発展が期待される発展途上地帯マノトグロ！い）H南部の Dourados(標高450m,

年雨闊 1,200mm) にある試験地で EMBRAPAに属している。 404haの敷地を有し， 研究員は 6

名で大豆の担：り者は 2名，そのほかは小麦，一般栽培，土壌などの担当者である，，二こでは，大

豆を中心に，稲， トウモロコシ，小麦などの品種・系統の評価や栽培試馬怠を行っているぐ

大豆については系統適応性検定試験に類する試験を行っており，ここで成績が良ければ独臼の

判断で現地試験に［共試するようである。また品種と行望系統の播種期試験なども実施している

大豆研究センターとは密接な関係を有し，同センターの研究を農窄につなぐ役割を應識してい

る。ここでは，近く研究員を25名にふやす計両で，病理，虫古，土壌，種 fの分野を充虻させる

予定との説明があった。

4)国立小麦研究センター (CNPTrigo) 

リオグランデドスル州 PassoFundoにある。 この州はブラジルの最南音1月こ位置し，小麦と大

豆の栽培の歴史も長く，小麦と大豆の生産凧はともに，ブラジル第 1位である。

Passo Fundo農業試験場を前身とするこのセンターは訪ねた研究機関の中では最も充実して

いるという印象を受けた。この州の小麦と大豆の菫要性から，小麦センターとは言っても大豆と

小麦が不可分の関係にあるという認識を持っているようで，圃場も大豆が大規模に栽培されてい

だ。このセンターには，大豆の病理，虫害，栽培を担渭する 3名の研究員が配置されている C f 

のほかに， FAOは 5名の研究員を常駐させており，彼等もまだ大豆を研究対象作物に加えてお

り，国際的な研究協力の中でも大豆は重視されている。

大豆の育種試験としては， f前身の試験場から引継いだ PF系統を中心としだ生産 }J検定試験か

行われている。 1976年には BR-1(系統名 PF7063) を新品種としている c 更しこ翌年は RH-2, 

BR-3などが発表された。これは H木の農林番号のようにブラジルの頭文字を取って名づけたも

ので，今後も国とセンター育成品種につけられるそうである。このほか，石灰施Ill鼠左疫えて品

種の反応，生産力を比較したり，播種期試験なども行っている。

一方， FAOの研究員と協力して， 多毛作化，輪作体系，不耕起札培， t壌侵食防止なとに')

いて試験を実施している。圃場も良く管理されており，精力的に研究を進めている、,,',i,感4〗、しだ

センターの所長は，私が育成系統をみている時に一緒に圃場をまわり，私に収斌の推定をさせ
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るなど，なかなか虹心であ_;(こ彼は育種の成果を

ンタビェーを受け、 日本の大豆事情やプラジル

研究として注目されだのは勺不耕起栽培試験が 3年を

ことであっだ,_土壌の分析結果などからも有機物を

とであニ~）だ" FA  0から されてし＼ろフラン人

るので不耕起栽培するのに恵まれていると語，っていだ＾

し

）ご，ザ＇テ

はこ〈n則

5〉FECOTRIGO研究部

リオクランデトス］し）↓卜ICruz Altaにある c

この研究機閃はリオクランデトス）レ川の64の農業協詞祖合が連介 rで1'「)/: F 

しヽう連合体糾織の怜I,門である。ニ C')農塙連合に加入しでいろ＼逹； ］ 

大豆の約60%かり哨されているというし

この研究喜1;では小だと大豆の育種を中心に，小

究員は16名で内14名が悶';こ汀闊"], 2名

合せ， 77年は 412糾合せも行）だそうである

生である

大豆の育種は1972年に始められだ c 現在は 3名の研究(¥が担臼し-::l lうこ交配は1976年250組

1 f I中行うが勺

,-,: 
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¥
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グ

;'、、し¥;,;, •a 研

とのこと

であ -Jた"これは交配時間在短縮しても授精辛0)[1」J!: を図る方力良し〉し）では~;: (l ,~ とぢえられた

ので， 日本で'0)やり方につ¥¥て若「<rlt'町しだっ

ここでは育種目椋がイ,fl月確であり→ 技術的にも改蒋の全地か大ぎ'\'とし〗 だ L;fえに対する加~

窃をより高しヽ技術ど結ひ→ けることかできれば大ぎく発展する二とも且冒＼~てぎ rに合ヅ
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（付〉 調査日程

年月日耀

1978年2月25日 t 羽l、II

．．
 

~
 

•{f' 

程

→ New York. 

26 li [」 :-Jew York? 白り，ぅ

27日 月 '.'Jew York→ Sao Paulo, 総領事館柳沢氏の出迎えを受けるぐ）永井領

•Ji 表敬， Sfw Paulo泊り c

28日 人 Sao Paulo→ Londrina (空跨），国立大豆研究センター (Cl'¥PSoja) 

の副所長 M.Kい rER氏， Jfi]研究員 G.YAMASHITA氏，熱帯農研センター

い野，守中間］氏の出迎えを受く パラナ鷹掌研究所 (IAPAR) とCNP

Soi a ァ

ー

~
~
 

3月1日水

1 [_J 

4「l 土

C:'JP Soja cう全研究分野：こわだり関係研究員の話しを間く。またフラ

ン:・;レの大豆作についても況町を受ける。実験施設及び圃場を

l .ondrina郊外をみる o Rolandiaに橋本梧郎氏を訪ねフラジルの植生，

雑章など i:ど） t ¥て，］［しを間く。

5 Ll [I Londrina→ Brasillia (空路）， Brasillia泊り。

6日 月 国＼ヤセラー！、農業研究センター (CPAC) を訪間，所長及び日本から

派遣されだ研究チーム和］に表敬。セラート cT)概喫を聞く。大豆の試験担

lヽl者より概況説明を聞ぎ，圃場見学。夜は派遺チーム詞と会食。

Brasillia泊り。

7日 火 国立遺伝資源センター (CE1'ARGEN) を訪間，所長に表敬，閃係者の

案内で施設を見芦。大豆品種・系統の俣仔リストをもらう。 Brasillia周

辺のセラードを見--;ど：（う Brasillia→ Sao Paulo (空鯰）， SaoPaulo泊りし

8日水 Sao Paulo→ Campo Grande (空路）， CampoGrande→ Dour ados 

（バス）， El¥IBRAPAに属する試験場 (UEPAE-Dourados) を訪問，場

長はじめ関係研究員からマ，I トグロ J ソ州南部の大豆作の概況を聞く。

Dour ados泊り。

9 [J 木 この日から CNPSojaの乗用車にて大豆作地幣をまわることになる。

Dourados周辺の大豆作地幣をじEPAEの研究員と共にまわる。農場，協

同組合を訪ねる。 Dourados泊り。

10日 金 じEPAEの圃場及び現地試作圃を見学， G.Y A~!ASIIITA 氏の運転にて長

途の自動中旅行に出発。雨のため泥々にな）だ悪路を走行 5時間，間畑間

もない大豆則が多い o Naviraiで泊る。

11[! J: Naviraiを出発，マ J トグロ J'ノ州南部からハラナ州北部まで走行， 大

豆畑が多い。 Cascavel泊り。

12f1 fl Cascavelから lgua9uまで往復，滝を見物，大豆畑が多い。 Cascavel

--32 



3月13Ll i 

r
f
r
,
 

9
t
{
 

；
 

1411 

＇ 
丁
し
』
~

Iヽ j.f了
iぷノ‘ヽ 父"ヘ

ん。

15 I l 

1 C:¥iP Trigo) 

,, 「1
包 'IL、

ダ
y

ノ

．． 
-]I! 

t}9,'§n' 
,；at} t‘t;1 

i/l 
A] 

N 
i さi

ー

1-c 

16 I I .ふ,,＇ 

し..ambori /.F. l: 

17 il 軍9、

4! ／ヽダ f:夕｝］ナ州

え越左
j

扁い
"
l
j
 ．

 

•93 

［
．
＇
 

―

-

.

‘

 

9
.

、
目打．

臼

9u,
ん！

a ＇ヽ

18 I l 

19 fl ll >,'"t ・ 

20 ll fl CNP 

" , I l 

21! j ,、,!.¥, :、~ 、..'］ IAPAR 

午砂iSeminor 0)講帥

, ...) t; •r → 今
・,1,.. 

¥'た",'・. nn c~ 。

- ヽー7 メ 、 1、 ・と 「1
., , / I, , 氾八-

2211 水 Lond ina→ S釘 Paulo(空忙各 C:¥、 P : ヽOja

i) 化受~，｝る c Sv.o Paulo fゞ八j ).1JY 

Sao Paulo d1 

23 f I 木 's的 l、・,auio f) C 

2411 仝 Seio『aulo→

261 ! Ii ;j:JII] 1腎

はしめ間係者の見送

＼ 

3
 

?
J
 


